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トピック

▼
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年

７
月
、
文
豪
、
菊
池
寛
は
雑

誌
「
改
造
」
に
て
短
編
小
説

「
マ
ス
ク
」
を
発
表
し
た
。

５
ペ
ー
ジ
程
度
の
短
編
で
、

当
時
「
流
行
性
感
冒
」
と
呼

ば
れ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

「
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
」
の
大
流

行
に
お
び
え
き
っ
た
主
人
公

を
中
心
に
描
か
れ
、
菊
池
寛

本
人
の
自
伝
的
な
内
容
と
な

っ
て
い
る
▼
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ

は
約
１
０
０
年
前
の
１
９
１

８
（
大
正
７
）
年
か
ら
21
年

に
か
け
て
大
流
行
し
、
世
界

で
推
計
５
千
万
人
以
上
が
亡

く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
▼
虚

弱
体
質
の
主
人
公
は
、
ス
ペ

イ
ン
か
ぜ
に
か
か
れ
ば
重
篤

化
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考

え
、
そ
の
冬
か
ら
感
染
予
防

対
策
に
最
善
の
努
力
を
払
う

▼
家
族
も
含
め
外
出
を
控
え

る
。
朝
夕
う
が
い
を
す
る
。

や
む
を
得
ず
外
出
す
る
際
は

ガ
ー
ゼ
を
沢
山
詰
め
た
マ
ス

ク
を
つ
け
る
―
な
ど
「
衛
生

家
」
を
自
負
す
る
主
人
公
は

万
全
を
期
し
た
▼
ス
ペ
イ
ン

か
ぜ
で
の
死
亡
者
数
が
減
少

し
始
め
る
と
、
世
間
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
な
く
な
っ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
初
夏
に
な

り
、
つ
い
に
主
人
公
も
マ
ス

ク
を
は
ず
し
て
野
球
観
戦
に

出
掛
け
る
。
そ
こ
で
既
に
少

数
派
と
な
っ
て
い
た
マ
ス
ク

を
着
用
し
た
青
年
を
見
つ

け
、
主
人
公
は
こ
れ
を
「
可

な
り
徹
底
し
た
強
者
」
と
評

す
る
と
と
も
に
、
世
間
や
気

候
に
流
さ
れ
て
感
染
対
策
が

疎
か
に
な
っ
て
い
っ
た
自
身

を
省
み
る
▼
コ
ロ
ナ
禍
の
現

在
、
感
染
が
さ
ら
に
拡
大
し

な
い
よ
う
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

に
一
喜
一
憂
せ
ず
に
、
正
し

い
感
染
症
対
策
を
し
て
「
徹

底
し
た
衛
生
家
」
を
目
指
し

た
い
。 

（
大
野
聡
）

　
７
月
21
日
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
積
極
的
勧
奨
再
開
を
目

指
す
議
員
連
盟
（
会
長
＝
細

田
博
之
／
幹
事
長
＝
三
原
じ

ゅ
ん
子
）は
、加
藤
勝
信
厚
生

労
働
大
臣
に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
積
極
的
勧
奨
再
開
に
関

す
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
議
員
連
盟
は
要
望
書
の
な

か
で
、
国
民
の
命
と
健
康
を

本
会
人
事

　
６
月
17
日
の
本
会
定
時
社

員
総
会
に
て
役
員
人
事
が
承

認
さ
れ
た
。

　
山
本
詩
子
氏
が
本
会
役
員

を
退
任
。
新
た
に
島
田
真
理

恵
氏
（
公
益
社
団
法
人
日
本

助
産
師
会
会
長
）
が
選
任
さ

れ
た
。

　
ま
た
同
日
付
の
書
面
理
事

会
に
お
い
て
、
北
村
邦
夫
代

表
理
事
（
理
事
長
）
、
お
よ

び
三
橋
裕
行
業
務
執
行
理
事

の
再
任
も
合
わ
せ
て
決
定
さ

れ
た
。

議
員
連
盟
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
積
極
的
接
種
勧
奨

に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

守
る
た
め
「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

定
期
接
種
の
積

極
的
勧
奨
の
早

期
再
開
」
「
９

価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
定
期
接

種
化
の
実
現
」

の
ほ
か
、
「
接

種
を
逃
し
た
年

代
へ
の
接
種
機

会
の
提
供
」
な

ど
８
項
目
を
盛

り
込
ん
だ
。

空

天
馬

　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
感
染
の
予

防
を
目
的
と
す
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
。
厚
生
労
働
省
は
７
月
21
日
、
新
タ
イ
プ
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
「
シ
ル
ガ
ー
ド
Ⓡ
９
水
性
懸
濁
筋
注
シ
リ
ン
ジ
」
（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
株
式
会

社
）
の
製
造
販
売
を
正
式
に
承
認
し
た
。
従
来
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
対
応
す
る
ウ

イ
ル
ス
が
２
種
ま
た
は
４
種
だ
が
、
新
ワ
ク
チ
ン
は
９
種
と
な
る
。

　
２
０
２
０
年
７
月
21
日
、

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
「
シ

ル
ガ
ー
ド
Ⓡ
９
水
性
懸
濁
筋

注
シ
リ
ン
ジ
」
が
、
つ
い
に

製
造
販
売
承
認
を
取
得
し

た
。
申
請
後
、
実
に
５
年
も

の
歳
月
が
か
か
っ
た
異
例
の

承
認
劇
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
９
歳

以
上
の
女
性
を
対
象
に
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
６
、11
、16
、18
、31
、33
、

45
、52
、58
型
の
感
染
に
起
因

す
る
子
宮
頸
が
ん
（
扁
平
上

皮
細
胞
が
ん
と
腺
が
ん
）
お

よ
び
そ
の
前
駆
病
変
（
子
宮

頸
部
上
皮
内
腫
瘍（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
）

１
、２
、３
、上
皮
内
腺
が
ん

（
Ａ
Ｉ
Ｓ
））、
外
陰
上
皮
内

腫
瘍
（
Ｖ
Ｉ
Ｎ
）
１
、
２
、

３
、
腟
上
皮
内
腫
瘍
（
Ｖ
ａ

Ｉ
Ｎ
）
１
、
２
、
３
、
尖せ

ん

圭け
い

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
予
防
を
効

　
承
認
申
請
か
ら
５
年
を
経

て
、
よ
う
や
く
９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
販
売
が

正
式
に
承
認
さ
れ
た
。
と
は

能
・
効
果
と
し
て
い
る
。

　
「
シ
ル
ガ
ー
ド
Ⓡ

９
」

は
、
従
来
の
４
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
Ⓡ
」

が
対
応
し
て
い
る
４
つ
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
型
（
６
、
11
、
16
、
18

型
）
に
加
え
、
新
た
に
五
つ

の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
型
（
31
、33
、45
、

52
、
58
型
）
の
Ｖ
Ｌ
Ｐ
（
Ｖ

ｉ
ｒ
ｕ
ｓ 

Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ 

Ｐ
ａ

ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
、
ウ
イ
ル
ス

様
粒
子
）
を
含
み
、
子
宮
頸

が
ん
に
対
す
る
カ
バ
ー
率
は

約
90
％
と
４
価
ワ
ク
チ
ン
に

比
べ
よ
り
広
範
囲
と
な
る
。

　
９
価
ワ
ク
チ
ン
は
、
14
年

12
月
に
世
界
で
初
め
て
承
認

さ
れ
て
以
来
、
現
在
す
で
に

80
か
国
以
上
で
承
認
さ
れ
て

い
る
。
よ
う
や
く
日
本
も
世

界
と
肩
を
並
べ
る
状
況
に
な

っ
た
。

　
一
方
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
、
13
年
６
月
よ
り
定
期
接

種
（
対
象
年
齢
で
あ
れ
ば
原

則
無
料
で
接
種
で
き
る
）
で

あ
る
も
の
の
、
積
極
的
接
種

勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ
た
状

況
が
続
い
て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
極
め

て
低
く
先
進
国
の
中
で
最

低
。
検
診
率
も
低
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
す
で
に
こ
の

状
況
が
７
年
以
上
放
置
さ
れ

て
お
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
定
期

接
種
対
象
者
や
そ
の
家
族
が

多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
も

分
か
っ
て
い
る
。

　
い
ま
だ
日
本
で
は
毎
年
約

１
万
人
の
女
性
が
新
た
に
子

宮
頸
が
ん
に
か
か
り
、
約
２

８
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
日
本
の
女
性
を
子
宮
頸

が
ん
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

積
極
的
接
種
勧
奨
再
開
を
国

が
決
断
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
年
齢
の
子
の

接
種
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
。そ
し
て
、積
極
的
接
種
勧

奨
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
機

会
を
逃
し
た
女
性
に
対
す
る

ケ
ア
も
同
時
に
望
ま
れ
る
。

９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
承
認

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
め
ぐ
る
今
後
の
課
題

 

（
本
会
理
事
長 

北
村
邦
夫
）

ん
で
い
る
接
種
率
を
回
復
で

き
る
か
。
例
え
ば
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
も

わ
が
国
と
同
様
の
接
種
反
対

運
動
が
起
こ
っ
た
も
の
の
、

学
際
的
団
体
の
積
極
的
な
啓

発
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

母
親
へ
の
正
し
い
情
報
の
提

供
、
そ
し
て
何
よ
り
も
国
民

の
命
を
守
ろ
う
と
い
う
政
治

家
と
し
て
の
前
向
き
な
発

信
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
王
室

か
ら
の
発
信
な
ど
も
奏
功
し

て
か
Ｖ
字
回
復
を
可
能
に
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
果
た
し

て
、
わ
が
国
で
こ
の
よ
う
な

動
き
が
進
む
だ
ろ
う
か
。

　
三
つ
目
は
、
現
在
使
用
可

能
な
２
価
並
び
に
４
価
ワ
ク

チ
ン
同
様
、
定
期
接
種
の
対

象
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る

の
は
い
つ
か
。

　
四
つ
目
は
、
定
期
接
種
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
積
極
的
接
種
勧

奨
の
差
し
控
え
に
よ
っ
て
接

種
機
会
を
逸
し
た
女
子
へ
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
ど
こ
ま

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
か
。
そ

し
て
先
進
国
が
取
り
組
ん
で

い
る
男
子
へ
の
接
種
を
促
せ

る
か
な
ど
な
ど
、
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
拡
大
に
伴
い
、
世
界
で

は
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
の
可

及
的
速
や
か
な
開
発
が
切
望

さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
の

コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
亡
者
数
が

１
千
人
を
超
え
た
こ
と
が

大
々
的
に
報
道
さ
れ
て
い
る

が
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
解
決
可
能
で
あ
り
な
が

ら
、
１
年
間
に
子
宮
頸
が
ん

で
２
８
０
０
人
が
死
亡
し
て

い
る
と
い
う
現
実
が
放
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ

と
の
責
任
を
誰
が
と
る
の
だ

ろ
う
か
。

い
え
、
ま
だ
ま
だ
楽
観
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
　

　
そ
の
一
つ
は
、
世
界
各

国
で
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
日
本
国
内
で

使
用
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
が
可
能
に
な

り
発
売
さ
れ
る
の
は
い
つ

か
だ
。

　
二
つ
目
は
、
発
売
に
至

っ
た
と
し
て
も
２
０
１
３

年
６
月
以
降
続
い
て
い
る

積
極
的
接
種
勧
奨
の
再
開

が
見
込
め
な
い
こ
と
。
10

年
に
は
、
該
当
年
齢
女
子

の
接
種
率
が
70
％
ほ
ど
で

あ
っ
た
が
、
近
年
多
少
回

復
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え

１
％
程
度
に
ま
で
落
ち
込

Hanley, Lancet 2015

積極的接種勧奨の再開だけでは救われない。予防医学的な
緊急性は、2000年以降生まれの子

要望書を加藤厚労相に渡す議員連盟

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
2017年時点
の年齢　　 23歳 22歳 21歳 20歳 19歳 18歳 17歳 16歳 15歳 14歳 13歳 12歳 11歳
女子の数
（千人） 580 590 590 590 590 580 580 570 560 550 540 520 520

HPVワクチン
接種率 70-75% 40% 0% -

９価ＨＰＶワクチンの製造販売を承認
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近
年
、
日
本
国
内
で
は
地

震
・
風
水
害
な
ど
の
大
規
模

自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に

各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
災

害
時
、
自
宅
の
損
壊
や
火

災
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
断
絶
な

ど
で
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
際
の
、
避
難
所
に
お

け
る
母
子
支
援
に
つ
い
て
は

多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
母
子
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や

感
染
症
対
策
、
子
育
て
支

援
、
保
健
医
療
と
の
連
携
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
配
慮
が

必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、被
災
し
た
体
験
は
、

母
子
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト

レ
ス
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
、
普
段
と
は
違
う
心

身
の
反
応
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。そ
れ
ら
の
反
応
に
、

保
護
者
が
「
い
つ
も
と
違

う
」
「
何
か
変
」
と
感
じ
て

医
療
機
関
を
受
診
し
た
り
、

保
健
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

機
会
も
多
く
見
ら
れ
る
。

　
災
害
時
は
保
護
者
も
心
身

共
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
受

け
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の

変
化
に
気
付
き
に
く
い
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
支
援

者
が
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
の
変
化
に
気
付
き
、
早
期

　
地
震
災
害
に
て
自
宅
が
全

壊
し
、母
・
祖
母
と
と
も
に
、

避
難
所
生
活
を
し
て
い
た
日

齢
12
日
の
女
児
。
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
小
学
校
に
巡
回

診
療
に
行
っ
た
際
に
、
避
難

所
運
営
担
当
者
よ
り
「
赤
ち

ゃ
ん
が
体
育
館
の
中
に
い

る
」
と
の
情
報
を
得
た
。

　
体
育
館
に
行
っ
て
み
る

と
、
２
０
０
人
以
上
の
人
が

雑
魚
寝
し
て
い
る
中
に
、
日

齢
12
日
の
女
児
・
母
親
（
14

歳
）・
祖
母（
40
歳
）の
３
人
家

族
に
遭
遇
し
た（
写
真
１
）。

女
児
の
状
態
は
、
軽
度
の
脱

水
傾
向
・
体
重
増
加
不
良
が

認
め
ら
れ
た
。ま
た
、被
災
後

沐
浴
等
の
清
潔
ケ
ア
や
臍さ

い

部ぶ

の
ケ
ア
が
実
施
で
き
て
お
ら

ず
、臀で

ん

部ぶ

の
お
む
つ
か
ぶ
れ
・

臍
部
が
化か

膿の
う

し
て
い
る
状
態

で
あ
っ
た
。
女
児
の
母
と
祖

母
に
話
を
聴
い
て
み
る
と
、

　
自
然
災
害
や
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
妊
産
婦
や
出
産
後
間
も
な
い
母
子
に
対

し
て
は
一
層
の
配
慮
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
上
吉
原
良
実
氏
に
、
災
害
時
の
母
子
を
守
る
た
め
の
避
難
所
運
営
や
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

に
必
要
な
介
入
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
運
営
に
必
要
な
感
染
対

策
と
、
母
子
へ
の
支
援
に
つ

い
て
、
実
際
に
筆
者
が
経
験

し
た
被
災
地
で
の
事
例
を
も

と
に
紹
介
す
る
。

　
ま
た
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大

が
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、

世
界
的
に
大
流
行
と
な
っ
て

い
る
が
、
避
難
所
運
営
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
予

防
対
策
に
つ
い
て
も
紹
介
す

る
。
今
後
、
災
害
が
発
生
し

た
際
の
避
難
所
運
営
や
母
子

へ
の
ケ
ア
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

自
宅
が
全
壊
し
自
宅
近
く
の

小
学
校
に
避
難
し
て
き
た
こ

と
、
女
児
の
母
親
は
中
学
３

年
生
の
時
に
妊
娠
し
て
そ
の

ま
ま
不
登
校
に
な
り
、
周
囲

に
は
妊
娠
を
隠
し
て
出
産

し
、
祖
母
が
女
児
を
出
産
し

た
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
避
難
所
で
は
ま
だ
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
回
復
し
て
お
ら

ず
、
物
資
の
配
給
が
十
分
で

は
な
く
、
哺
乳
瓶
の
消
毒
が

で
き
な
い
た
め
ミ
ル
ク
が
十

分
に
あ
げ
ら
れ
な
い
環
境
で

あ
る
こ
と
、
母
は
体
育
館
の

中
で
周
囲
の
目
が
気
に
な
り

母
乳
を
あ
げ
に
く
い
状
況
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
女
児
を
連

れ
て
の
避
難
生
活
に
は
多
く

の
問
題
点
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
体
育
館
内
で
は
周
囲
の

避
難
者
が
風
邪
を
ひ
い
て
咳せ

き

を
し
て
い
る
な
ど
、
新
生
児

が
過
ご
す
環
境
と
し
て
は
感

染
症
の
リ
ス
ク
も
高
い
と
考

え
ら
れ
た
。

　
女
児
が
安
全
に
避
難
生
活

を
過
ご
す
に
は
、
２
０
０
人

以
上
の
不
特
定
多
数
の
避
難

者
が
一
緒
に
過
ご
す
体
育
館

の
環
境
は
不
適
切
と
判
断

し
、
小
学
校
内
の
個
室
で
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

運
営
責
任
者
と
調
整
を
図
っ

た
。
個
室
に
移
動
し
た
こ
と

で
、
母
は
周
囲
の
目
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
母
乳
を
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
女
児
の
泣
き
声
を
気
に

し
て
不
眠
状
態
で
あ
っ
た
が

そ
の
点
も
改
善
し
た
。

　
女
児
の
ケ
ア
に
関
す
る
物

資
が
避
難
所
に
十
分
に
配
給

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

物
資
セ
ン
タ
ー
と
調
整
を
行

い
、
ミ
ル
ク
の
調
乳
や
清
潔

ケ
ア
に
関
わ
る
物
品
の
手
配

を
行
い
、
哺
乳
瓶
の
消
毒
や

調
乳
、
沐も

く

浴よ
く

な
ど
の
清
潔
ケ

ア
が
避
難
所
で
も
家
族
で
実

施
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整

備
し
た
（
写
真
２
、
３
）
。

　
そ
の
後
、
地
域
の
保
健

師
・
助
産
師
に
フ
ォ
ロ
ー
継

続
を
依
頼
し
、
女
児
は
脱

水
・
栄
養
状
態
も
改
善
し
体

重
は
順
調
に
増
加
、
臀
部
の

皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
や
臍
部
の
状

態
も
改
善
し
た
。

事
例
①
の
ポ
イ
ン
ト

　
避
難
所
の
避
難
者
の
中

に
、
新
生
児
が
含
ま
れ
る
際

に
は
感
染
予
防
・
新
生
児
と

産
後
の
母
親
の
ケ
ア
・
新
生

児
の
養
育
に
必
要
な
物
資
の

手
配
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

殊
な
配
慮
が
必
要
に
な
る

が
、
発
災
直
後
の
避
難
所
で

は
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
い

こ
と
が
現
状
で
あ
る
。

　
避
難
所
運
営
の
担
当
者

が
、
保
健
行
政
担
当
者
で
は

な
い
こ
と
も
多
く
、
普
段
新

生
児
や
母
親
を
地
域
で
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
保
健
師
や
避

難
所
に
関
わ
る
医
療
班
等
が

母
子
の
状
況
把
握
を
迅
速
に

行
い
、
避
難
所
運
営
担
当
者

と
連
携
し
て
安
全
な
避
難
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
環
境
の

調
整
や
ケ
ア
な
ど
の
介
入
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

写真５　 避難所内の清掃・環境整備を実施して
いる様子。この後ゾーニングが行われ
段ボールベッドが搬入された

　
地
震
災
害
に
て
自
宅
が
全

壊
し
、
避
難
所
生
活
を
し
て

い
た
６
か
月
女
児
。
１
日
前

か
ら
38
度
台
の
発
熱
が
あ

り
、
そ
の
後
嘔お

う

吐と

下
痢
が
出

現
。
水
分
摂
取
も
困
難
に
な

り
、
夜
間
に
避
難
所
救
護
所

を
受
診
し
た
。
母
親
は
「
嘔

吐
下
痢
が
あ
っ
て
い
つ
も
と

違
っ
て
元
気
が
な
い
、
熱
も

あ
る
」
と
話
し
て
い
た
。
受

診
時
に
は
脱
水
の
進
行
に
よ

に
は
約
１
０
０
人
の
被
災
者

が
同
じ
よ
う
に
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
た
。
避
難
所
の
生

活
環
境
は
以
下
の
通
り
で
あ

っ
た
（
写
真
４
）
。

＊
土
足
の
ま
ま
入
室
可
能

＊
床
に
雑
魚
寝

＊
間
仕
切
り
等
な
し

＊
定
期
的
な
清
掃
は
実
施
し

て
お
ら
ず
、
住
民
に
任
さ

れ
て
い
た
こ
の
女
児
一
家

の
隣
の
ス
ペ
ー
ス
で
生
活

し
て
い
た
50
代
女
性
も
発

熱
が
認
め
ら
れ
、
受
診
し

検
査
し
た
結
果
、
ア
デ
ノ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

の
結
果
を
受
け
て
、
避
難

所
内
で
の
集
団
感
染
の
リ

ス
ク
が
高
い
と
判
断
し
、

感
染
症
対
策
の
強
化
を
行

政
の
避
難
所
運
営
担
当
者

よ
り
依
頼
を
受
け
、
対
応

し
た
。

　
実
施
し
た
感
染
対
策
は
以

下
の
通
り
（
写
真
５
）
。

＊
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
し

た
50
代
女
性
を
個
室
に
隔

離
。
避
難
所
内
に
あ
っ
た

個
室
に
つ
い
て
は
、
隔
離

部
屋
と
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
に
調
整
を
行
っ
た

＊
避
難
所
内
の
環
境
整
備
を

実
施

＊
一
度
、
全
て
の
荷
物
を
移

動
さ
せ
て
室
内
の
床
の
清

掃
と
消
毒
を
実
施

＊
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
生

活
ス
ペ
ー
ス
を
土
足
禁
止

と
し
た

＊
雑
魚
寝
を
や
め
て
、
間
仕

切
り
と
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

を
使
用
し
て
世
帯
ご
と
に

区
分
け
を
実
施

＊
入
居
し
て
い
る
住
民
に
よ

る
定
期
的
な
清
掃
と
環
境

消
毒
の
実
施
が
で
き
る
よ

う
に
整
備

＊
母
子
避
難
所
を
設
置
し
、

母
子
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

事
例
②
の
ポ
イ
ン
ト

　
避
難
所
の
生
活
環
境
は
近

年
徐
々
に
改
善
傾
向
に
あ
る

が
、
床
に
雑
魚
寝
を
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
、

一
度
感
染
症
が
発
生
す
る
と

集
団
感
染
に
発
展
す
る
リ
ス

　
災
害
発
生
の
避
難
所
に
お

け
る
母
子
支
援
に
つ
い
て
、

事
例
を
も
と
に
述
べ
て
き

た
。
今
や
災
害
は
特
定
の
地

域
で
起
こ
る
も
の
で
は
な

く
、
日
本
国
内
ど
こ
に
い
て

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、

い
つ
自
分
が
被
災
者
や
支
援

者
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
時

代
で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
国
内
で
感
染

拡
大
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
て
も
対
策
が
必
要

で
あ
り
、
避
難
所
に
お
け
る

感
染
症
対
策
は
早
急
に
整
備

が
必
要
な
問
題
で
あ
る
。

　
災
害
と
い
う
大
き
な
ス
ト

レ
ス
が
か
か
る
特
殊
な
環
境

下
に
お
い
て
、
母
子
が
ス
ト

レ
ス
を
乗
り
越
え
、
元
の
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
に
、
母
子
支
援
に

関
わ
る
人
た
ち
が
災
害
時
に

母
子
を
守
る
た
め
の
知
識
や

対
応
方
法
、
感
染
予
防
対
策

を
学
ぶ
こ
と
が
今
後
ま
す
ま

す
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

ク
の
高
い
環
境
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
衛
生
環
境
に
留
意

し
た
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
。

　
ま
た
、
感
染
者
が
全
て
入

院
加
療
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
た
め
、
受
診
後
に
避
難
所

に
帰
さ
れ
る
事
例
も
多
い
た

め
、
発
熱
者
や
有
症
状
者
を

隔
離
し
て
収
容
で
き
る
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
も
集
団

感
染
予
防
の
た
め
に
は
重
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
避
難
所

で
の
集
団
生
活
は
、
授
乳
で

き
る
環
境
や
子
ど
も
が
騒
い

だ
り
泣
い
た
り
し
た
と
き
の

周
囲
か
ら
の
苦
情
な
ど
、
母

子
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス
の

強
い
状
況
に
な
り
や
す
い
。

母
子
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
な
母
子
避
難
所
の
設
置

や
、
単
独
で
避
難
所
が
設
置

で
き
な
い
場
合
で
も
母
子
専

用
の
個
室
ス
ペ
ー
ス
を
避
難

所
内
に
設
け
る
な
ど
の
配
慮

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
時

よ
り
こ
の
よ
う

な
母
子
が
避
難

所
生
活
を
送
る

に
当
た
っ
て
必

要
な
物
品
を
避

難
所
に
備
蓄
し

た
り
、
避
難
所

設
置
訓
練
の
時

に
母
子
避
難
所

設
置
や
避
難
所

内
に
母
子
ス
ペ

ー
ス
を
作
っ
た

り
す
る
こ
と
な

ど
を
想
定
し
た

準
備
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
。

る
全
身
状
態
の
悪
化
が
認
め

ら
れ
、救
急
搬
送
と
な
っ
た
。

搬
送
先
の
病
院
で
の
診
断
は

「
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

で
あ
り
、
入
院
と
な
っ
た
。

　
こ
の
女
児
は
、
両
親
と
と

も
に
避
難
所
と
な
っ
て
い
た

公
民
館
の
ホ
ー
ル
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ル

写真１　女児が避難生活を送っていた避難所の体育館

写真２　 移動した個室での
沐浴の様子

写真４　環境整備前の避難所の様子

写真３　 母へ臍部の処置を
指導している様子

感
染
症
対
策
と
母
子
へ
の
対
応

災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
お
け
る

上
吉
原
　
良
実

厚
生
労
働
省
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）事
務
局

避
難
所
に
お
け
る
母
子
支
援
の
課
題

求
め
ら
れ
る
被
災
母
子
支
援
体
制
の
整
備

日
齢
12
日
の
女
児
の
事
例

事
例
①

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
感
染
し
た

６
か
月
女
児

事
例
②
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ヘ
ル
ス
協
会
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
飛ひ

沫ま
つ

か
ら
感
染
す
る
の

で
、
手
洗
い
や
う
が
い
に
加

え
て
人
同
士
の
距
離
を
保
つ

　
６
月
30
日
、
国
連
人
口
基

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
「
世

界
人
口
白
書
２
０
２
０
」を

世
界
同
時
発
表
し
た
。

　
今
回
発
表
し
た
白
書
に
よ

る
と
、
２
０
２
０
年
の
世
界

人
口
は
77
億
９
５
０
０
万
人

で
、
昨
年
に
比
べ
８
千
万
人

増
加
し
、
一
方
、
20
年
の
日

本
の
人
口
は
１
億
２
６
５
０

万
人
で
世
界
第
11
位
、
昨
年

に
比
べ
40
万
人
減
少
し
、
15

年
以
降
毎
年
平
均
で
０
・
２

％
ず
つ
減
少
し
て
い
る
。

有
害
な
慣
習

　
今
年
の
白
書
は
、
「
自
分

の
意
に
反
し
て
：
女
性
や
少

女
を
傷
つ
け
平
等
を
奪
う
有

害
な
慣
習
に
立
ち
向
か
う
」

と
題
し
、
男
児
選
好
、
児
童

婚
、
女
性
性
器
切
除
（
Ｆ
Ｇ

Ｍ
）
な
ど
の
「
有
害
な
慣

習
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
。

男
児
選
好

　
出
産
時
の
偏
っ
た
性
選
択

や
ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
る
女
児

の
育
児
放
棄
に
よ
り
、
20
年

に
は
１
億
４
千
万
人
の
女
性

が
「
消
失
」
す
る
と
推
計
さ

こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
れ
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
は
性
交
を
介
し
て

も
伝
播
す
る
性
感
染
症
に
あ

た
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
こ

の
よ
う
な
質
問
が
米
国
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス
協
会
（
以

下
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
）
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
確
か
に
互
い
の

距
離
は
限
り
な
く
ゼ
ロ
。
し

か
し
現
在
ま
で
（
今
年
６

月
）
性
交
で
感
染
し
た
と
い

う
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

患
者
の
便
か
ら
は
ウ
イ
ル
ス

は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
で

は
、
油
断
は
禁
物
と
い
う
こ

と
で
次
の
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
提
唱
し
ま
し
た
。

「
肛
門
と
口
腔
を
介
す
る
性

行
為
に
は
必
ず
コ
ン
ド
ー
ム

を
使
用
す
る
こ
と
。
家
族
以

外
と
の
直
接
接
触
は
で
き
る

だ
け
控
え
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と

は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ビ
デ

オ
や
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
活

用
す
る
、
そ
し
て
何
よ
り
も

感
染
を
防
ぐ
一
番
良
い
方
法

は
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
性
的
欲
求
を
満
た
す

こ
と
」
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
行
為
の
前
後
に
は
手
を

洗
う
こ
と
（
器
具
は
使
用
前

に
よ
く
洗
浄
す
る
―
石
け
ん

◆ 

医
療
従
事
者
の
対
応
の
受

け
止
め
方

　
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

に
よ
っ
て
社
会
的
差
別
を
受

け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
米

国
保
健
福
祉
省
は
さ
ま
ざ
ま

け
た
と
き
、
そ
の
こ
と
が
自

分
の
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
や
性
指
向
が
原
因
だ
と
考

え
て
い
る
割
合
は
約
８
％
で

し
た
。
同
様
な
負
の
扱
い
や

言
動
を
、
受
け
付
け
・
事
務

ス
タ
ッ
フ
か
ら
受
け
た
割
合

は
約
18
％
、
看
護
師
か
ら
は

約
22
％
で
し
た
。
逆
に
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
属
す
る
患
者
と
し

て
入
院
し
て
も
、
そ
の
よ
う

な
負
の
扱
い
は
一
切
な
か
っ

た
と
回
答
し
た
割
合
は
そ
れ

ぞ
れ
医
師
か
ら
２
％
、
ス
タ

ッ
フ
か
ら
４
％
、
看
護
師
か

ら
は
２
％
だ
け
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
の
一
つ
に

は
、
約
６
割
は
入
院
時
に
性

指
向
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
を
医
療
従
事
者
に
告
げ
て

い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
負
の
扱
い
を

受
け
た
割
合
は
ゲ
イ
あ
る
い

は
レ
ズ
ビ
ア
ン
に
比
べ
て
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
患
者
で

よ
り
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
を
訪
院
の
時
に
聞
か
れ
た

の
は
全
体
の
５
％
、
受
付
表

に
性
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
記
入
す
る
欄
が
あ
っ
た
と

回
答
し
た
の
は
11
％
で
し

た
。
少
数
派
と
は
言
え
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
が
差
別
な

く
そ
の
他
の
人
と
同
じ
よ
う

な
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
し
て
、
幾
つ
か
の
大
学
病

院
で
は
内
科
レ
ジ
デ
ン
ト
の

た
め
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
患
者
対

応
に
関
す
る
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
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◆ 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
時
の

留
意
点

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
リ
ン
シ

ェ
ー
ピ
ン
グ
大
学
産
婦
人
科

の
ア
ゴ
タ
・
マ
ル
ム
ボ
リ
氏

は
、
ピ
ル
や
パ
ッ
チ
剤
な
ど

の
ホ
ル
モ
ン
避
妊
薬
を
使
用

す
る
女
性
が
、
た
び
た
び
精

神
的
な
不
快
感
や
性
的
欲
求

の
低
下
を
訴
え
る
こ
と
を
以

前
か
ら
経
験
し
て
い
ま
し

た
。
果
た
し
て
そ
れ
ら
は
避

妊
薬
が
も
た
ら
す
直
接
の
影

響
な
の
で
し
ょ
う
か
？
　
こ

れ
ま
で
の
報
告
に
は
一
貫
性

は
見
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
の
よ

う
な
使
用
者
女
性
に
対
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
の
方
法
も
確
立

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

マ
ル
ム
ボ
リ
氏
ら
は
、
ホ
ル

モ
ン
避
妊
薬
の
使
用
中
に
こ

の
よ
う
な
経
験
を
し
た
24
人

の
女
性
（
27
〜
33
歳
）
に
対

し
て
深
層
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
二
つ
の
背
景

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
ず

彼
女
ら
に
共
通
す
る
の
は
、

「
陰
部
の
潤
滑
が
不
十
分
で

乾
燥
感
が
あ
り
、
性
行
為
を

す
る
気
に
な
っ
て
も
身
体
が

そ
れ
に
反
応
せ
ず
性
的
覚
醒

が
来
な
い
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。
こ
の
た
め
に
性
的
欲

求
も
低
下
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え

て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
共
通
し
て
い
た

の
は
、
性
経
験
が
浅
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
は
、
自
身
の
生
理
を
よ

く
知
る
よ
う
に
な
る
ま
で
か

な
り
の
期
間
を
要
し
た
と
言

っ
て
い
ま
す
。
思
春
期
は
精

神
的
に
安
定
し
て
い
な
い
場

合
が
多
く
、
自
分
の
リ
ズ
ム

を
知
る
の
は
ず
っ
と
後
に
な

っ
て
か
ら
と
い
う
わ
け
で

す
。
実
際
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
た
女
性
の
大
半
は
思

春
期
に
ホ
ル
モ
ン
避
妊
薬
を

開
始
し
て
い
ま
し
た
。
当
時

を
振
り
返
っ
て
、
「
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
で
は
月
経
パ
タ
ー

ン
や
気
分
変
調
の
有
無
、
性

経
験
な
ど
を
詳
し
く
質
問
さ

れ
た
が
、
ど
の
避
妊
法
が
自

分
に
合
う
の
か
教
え
て
ほ
し

か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
現
在
24
人
の
う
ち
約
半
数

は
非
ホ
ル
モ
ン
避
妊
に
変
更

し
て
お
り
、
欠
点
は
あ
っ
て

も
ホ
ル
モ
ン
薬
の
性
機
能
に

及
ぼ
す
影
響
や
副
作
用
に
比

べ
る
と
選
択
す
る
価
値
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
避
妊

法
を
開
始
す
る
と
き
の
ア
ド

バ
イ
ス
い
か
ん
で
使
用
者
の

選
択
は
大
き
く
違
っ
て
く
る

の
で
極
め
て
重
要
だ
と
し
て

お
り
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
そ
の
方
法
の
参
考
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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な
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
立
大
学
と
ビ
ン

ガ
ム
ト
ン
大
学
の
看
護
学
部

が
共
同
で
、
入
院
経
験
の
あ

る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
を
対
象
に

病
院
で
受
け
た
扱
い
に
対
す

る
満
足
度
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
18
歳
以
上
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
（
５
０
８
人
）
へ
質
問
表

を
送
り
、
そ
の
回
答
を
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
医
師
か
ら
不
快
な
思
い
や

軽
蔑
的
な
扱
い
や
言
動
を
受

限
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
は
性
感
染
症
と

売
春
を
抑
え
る
目
的
で
１
９

１
４
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
１
世

紀
を
経
て
現
在
で
は
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情

報
提
供
の
非
営
利
団
体
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
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で
20
秒
以
上
）
な
ど
も
注
意

点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
本
人
自
身
が
一

番
安
全
で
、
そ
の
次
に
同
棲

す
る
人
、
そ
し
て
で
き
る
だ

け
接
触
す
る
回
数
を
制
限
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ａ
専
門
医
に
よ
れ

ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
呼
吸
器
感
染
な
の
で
、
性

交
そ
の
も
の
の
リ
ス
ク
よ
り

も
キ
ス
や
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク

ス
な
ど
に
よ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
精

液
や
腟
粘
液
に
ウ
イ
ル
ス
Ｄ

Ｎ
Ａ
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
報
告
が
ほ
と
ん
ど
で

す
（
検
出
疑
い
報
告
は
中
国

か
ら
１
件
あ
り
）
。
い
ず
れ

に
せ
よ
セ
ッ
ク
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
は
で
き
る
だ
け
少
人
数
に

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
有
害
な
慣
習

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
よ
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る

一
方
で
、
世
界
人
口
の
増
加

の
た
め
、
有
害
な
慣
習
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
少
女
の
数

は
増
加
し
て
い
る
。
家
族
計

画
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で

き
ず
、
望
ま
な
い
妊
娠
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
、

そ
の
他
の
有
害
な
慣
習
に
直

面
す
る
女
性
の
数
は
、
今
後

数
か
月
の
間
に
爆
発
的
に
増

加
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　
有
害
な
慣
習
を
撲
滅
す
る

た
め
に
は
、
早
急
な
対
策
が

必
要
と
さ
れ
る
。
女
性
や
少

女
の
健
康
、
教
育
、
人
間
と

し
て
の
可
能
性
を
守
る
た
め

に
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
30
年
ま

で
に
有
害
な
慣
習
を
ゼ
ロ
に

す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
１
９
７
０
年
に

は
こ
の
数
は
６
１
０
０
万
人

で
、
過
去
50
年
間
で
２
倍
以

上
に
増
加
し
て
い
る
。

児
童
婚

　
現
時
点
で
も
18
歳
未
満
の

３
万
３
千
人
も
の
少
女
が
、

大
き
く
歳
の
離
れ
た
男
性
と

の
結
婚
を
強
制
さ
れ
て
い

る
。今
後
10
年
間
で
、さ
ら
に

１
３
０
０
万
件
の
児
童
婚
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

Ｆ
Ｇ
Ｍ（
女
性
性
器
切
除
）

　
今
年
１
年
間
で
、
４
１
０

万
人
も
の
少
女
が
Ｆ
Ｇ
Ｍ
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

今
後
10
年
間
で
さ
ら
に
２
０

０
万
件
の
Ｆ
Ｇ
Ｍ
が
発
生
す

　
電
話
相
談
の
仕
事
を
し
な

が
ら
、
休
日
に
は
学
習
会
や

セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
都
度
ま
だ

ま
だ
勉
強
が
足
り
な
い
な
と

反
省
し
つ
つ
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
２
月
に
開
催
さ
れ

た
「
第
８
回
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
〜
性
の
健
康

セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
泌

尿
器
科
医
の
小
堀
善
友
医
師

の
講
義
の
中
で
、
男
性
不
妊

外
来
に
お
け
る
射
精
障
害
の

内
容
に
と
て
も
興
味
を
も
ち

ま
し
た
。

　
本
会
へ
の
思
春
期
相
談
の

う
ち
、
男
子
か
ら
の
相
談
で

相
変
わ
ら
ず
多
い
の
は
包
茎

に
関
す
る
も
の
で
す
が
、
そ

れ
に
次
い
で
マ
ス
タ
ー
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
相
談
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
方
法
を
教
え
て
ほ
し

い
、
今
実
際
に
行
っ
て
い
る

方
法
で
い
い
の
か
悩
ん
で
い

る
」
「
回
数
が
多
過
ぎ
る
か

も
し
れ
な
い
、
あ
る
い
は
１

日
何
回
ま
で
が
適
切
な
の

か
」
と
い
う
質
問
で
す
。

　
特
に
、
今
の
自
身
の
方
法

の
是
非
を
問
う
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
「
マ
ス
タ
ー
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
す
る
時
に
ペ
ニ

ス
の
皮
を
つ
ま
み
あ
げ
て
く

る
く
る
ひ
ね
っ
て
い
る
、
気

持
ち
良
く
な
る
が
射
精
が
で

き
な
い
。
こ
れ
で
い
い
の

か
」
「
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
時
は
い
つ
も
亀
頭
部
を

な
で
て
い
る
が
射
精
が
で
き

な
い
」
「
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
床
に
こ
す
り
つ
け
て

す
る
こ
と
が
多
い
が
、
ど
ん

ど
ん
刺
激
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
強
く
し
な
い
と
射
精
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
心

配
だ
」
な
ど
が
多
く
聞
か
れ

ま
す
。

　
小
堀
先
生
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
遅
漏
も
し
く
は
腟
内
射

精
障
害
の
原
因
は
誤
っ
た
マ

ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

も
の
な
ど
が
54
・
１
％
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　
講
義
の
中
で
強
く
話
さ
れ

て
い
た
の
は
、
遅
漏
、
腟
内

射
精
障
害
は
、
〝
性
〞
活
習

慣
病
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
も
そ
も
思
春
期
か
ら

の
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
に
誤
り
が
あ
る
。
勃ぼ

っ

起き

は
生
理
現
象
で
あ
り
、
誰
か

に
教
わ
ら
な
く
て
も
で
き
る

も
の
で
あ
る
が
、
射
精
は
誰

か
が
正
し
い
射
精
の
方
法
を

教
え
、
そ
れ
を
自
分
自
身
で

訓
練
し
て
習
得
す
る
必
要
が

あ
る
。
つ
ま
り
「
射
精
に
は

教
育
が
必
要
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
電
話
を
か
け
て
く

る
の
は
中
・
高
校
生
や
大
学

生
で
す
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
相

談
事
例
は
、
と
も
す
れ
ば
不

妊
外
来
の
お
世
話
に
な
り
か

ね
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
電
話
対
応
で

は
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
時
は
「
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
こ
と
、
一
人
に

な
れ
る
と
こ
ろ
で
す
る
こ

と
、
自
分
の
身
体
に
傷
を
つ

け
な
い
こ
と
」
を
守
れ
ば
、

自
分
の
身
体
を
触
っ
て
気
持

ち
良
い
場
所
を
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
と
伝
え
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
の

学
習
を
機
に
、
将
来
遅
漏
、

腟
内
射
精
障
害
に
悩
む
人
々

が
減
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

注
意
事
項
と
し
て
小
堀
先
生

の
話
題
を
持
ち
出
し
、
助
言

を
加
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
思
春
期
時
代
の
マ
ス
タ
ー

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
妊
の
一
因

に
な
る
な
ら
「
射
精
の
教

育
」
は
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ

ョ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
一

つ
で
す
。
電
話
相
談
員
は
目

の
前
の
悩
み
を
解
決
す
る
だ

け
で
な
く
、
若
者
の
未
来
を

守
る
役
割
も
果
た
せ
る
こ
と

を
実
感
で
き
た
セ
ミ
ナ
ー
で

し
た
。

（
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
相
談
員
　
菅
井
育
美
）

《お知らせ》
電話相談
● 思春期・FPホットライン
☎03(3235)2638
● 東京都不妊・不育
ホットライン
☎03(3235)7455
※火曜日のみ

● EC・OCヘルプデスク
☎03(6280)8404
電話相談員募集！
上記の電話相談に応じて
くださる方を募集中です。
平日、市谷にお越しいた
だける方、下記まで。
☎03(3235)2694

市谷
クリニックへ
ようこそ！

海
外
情
報
ク
リ
ッ
プ

新型コロナ
ウイルス感染と
性行為

ホルモン
避妊薬の使用を
始めるとき

自
分
の
意
に
反
し
て
：
女
性
や
少
女
を
傷
つ
け 

 

平
等
を
奪
う
有
害
な
慣
習
に
立
ち
向
か
う

世
界
人
口
白
書
２
０
２
０

ＬＧＢＴの
患者の
満足度調査

【
翻
訳
・
編
集
＝
オ
ブ
ジ
ン
】

世
界
人
口
77
億
９
５
０
０
万
人
、

日
本
1
億
２
６
５
０
万
人
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Ｏ
Ｃ
／
Ｌ
Ｅ
Ｐ
処
方
が
私
の
医
師
人
生
を
ど
う
変
え
た
か 

⑤

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索

地
域
、家
庭
で
の
ピ
ル
実
践

大
隈
　
良
成

大
隈
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク（
佐
賀
県
江
北
町
）

広 告

第
29
話

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
避
妊

法
選
択
の
違
い

　
本
会
機
関
紙
「
家
族
計

画
」
か
ら
「
ピ
ル
」
と
い
う

文
字
が
と
ん
と
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
か
ら
２
年
近
く
が
経

過
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

「
世
界
出
産
力
調
査
」
の
結

果
が
目
に
留
ま
っ
た
（
家
族

計
画
第
３
１
５
号
、
１
９
８

０
年
６
月
１
日
号
）
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
の
避
妊
実
行

る
。
調
査
対
象
者
の
う
ち
90

％
が
回
答
を
寄
せ
た
こ
と

は
、
避
妊
に
対
す
る
因
習
的

な
タ
ブ
ー
が
強
か
っ
た
フ
ラ

ン
ス
と
し
て
は
画
期
的
だ
っ

た
と
言
え
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
、

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
20
〜
44
歳

の
避
妊
法
選
択
の
年
齢
別
使

用
割
合
を
見
る
と
、
避
妊
実

行
率
が
66
・
８
％
の
う
ち
、

ピ
ル
が
27
・
６
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
性
交
中
絶
（
腟

外
射
精
）
17
・
６
％
、
Ｉ
Ｕ

Ｄ
８
・
７
％
、
リ
ズ
ム
法

５
・
７
％
、
コ
ン
ド
ー
ム

５
・
０
％
で
あ
っ
た
。
ピ
ル

の
年
齢
階
級
別
使
用
率
は
、

20
〜
24
歳
が
38
％
、
25
〜
29

歳
34
％
、
30
〜
34
歳
31
％
、

35
〜
39
歳
20
％
、
40
〜
44
歳

10
％
で
あ
っ
た
。
ピ
ル
の
使

用
率
の
年
次
推
移
を
み
る

と
、
70
年
の
約
７
％
が
、
72

年
に
は
13
％
、
75
年
に
は
25

％
に
伸
び
て
い
る
が
、
そ
の

後
は
横
這
い
状
態
と
な
っ
て

い
る
。

画
第
３
０
５
号
（
79
年
８
月

１
日
号
）
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
結
果
で
は
、
避
妊

を「
行
っ
て
い
る
」「
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
」
を
加
え
た
避

妊
実
行
率
は
75
・
３
％
と
高

い
も
の
の
、「
主
な
も
の
２
つ

ま
で
の
選
択
を
可
と
す
る
」

条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
コ

ン
ド
ー
ム
が
81
・
５
％
と
圧

倒
的
で
、
次
い
で
オ
ギ
ノ
式

定
期
禁
欲
法
23
・
２
％
、
ス

ポ
ン
ジ
法
８
・
０
％
、
性
交

中
絶
法
（
腟
外
射
精
）
５
・

３
％
、
飲
む
避
妊
法
（
ピ

ル
）
３
・
３
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
数
字
は
、
フ
ラ
ン
ス

の
調
査
結
果
と
単
純
に
は
比

較
で
き
な
い
が
、
避
妊
実
行

率
か
ら
単
一
選
択
と
仮
定
し

た
と
き
に
は
、
ピ
ル
の
使
用

率
は
２
・
５
％
と
試
算
さ

れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
10
分
の
１

に
も
満
た
な
い
結
果
で
あ
っ

た
。
当
時
の
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
ピ
ル
と
は
言
っ
て
も
高

用
量
ピ
ル
が
避
妊
目
的
で
転

用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
同
調
査
で
は
、「
ピ
ル
を
知

っ
て
い
る
か
」
に
は
78
・
４

％
が
「
知
っ
て
い
る
」
と
回

答
す
る
も
、
「
今
後
飲
む
つ

も
り
が
あ
る
か
」
を
聞
く
と

３
・
１
％
と
実
際
の
利
用
率

よ
り
も
下
回
っ
て
い
た
。

率
な
ど
を
調

査
し
た
も
の

で
、
78
年
１

月
か
ら
10
月

ま
で
の
間
、

20
〜
44
歳
の

女
性
３
千
人

を
対
象
に
行

わ
れ
て
い

　
調
査
に
当

た
っ
た
研
究

者
は
、
「
ピ

ル
が
こ
の
よ

う
に
普
及
し

て
い
る
理
由

の
一
つ
は
、

商
業
ベ
ー
ス

で
情
報
が
広

く
流
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
思

わ
れ
る
が
、
Ｉ
Ｕ
Ｄ
に
つ
い

て
は
意
外
だ
っ
た
」
と
述
べ

て
い
る
。
ピ
ル
、
Ｉ
Ｕ
Ｄ
い

ず
れ
も
、
75
年
の
イ
ギ
リ
ス

（
ピ
ル
26
％
、
Ｉ
Ｕ
Ｄ
６

％
）
、
76
年
の
ア
メ
リ
カ

（
ピ
ル
22
％
、
Ｉ
Ｕ
Ｄ
６

％
）
の
同
年
齢
既
婚
グ
ル
ー

プ
を
調
査
し
た
結
果
よ
り
も

高
か
っ
た
。

　
79
年
に
、
毎
日
新
聞
社
が

実
施
し
た
第
15
回
家
族
計
画

世
論
調
査
の
結
果
が
家
族
計

　
１
９
９
０
年
代
末
か
ら
若

年
者
を
中
心
に
ク
ラ
ミ
ジ
ア

な
ど
Ｓ
Ｔ
Ｄ
が
広
が
り
始
め

る
中
で
私
は
99
年
頃
か
ら
学

校
へ
性
教
育
に
出
向
く
よ
う

に
な
っ
た
。
当
時
は
性
行
動

も
ど
ん
ど
ん
若
年
化
し
、
高

校
３
年
生
女
子
の
性
交
経
験

率
が
30
％
を
超
え
る
状
況
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
私
の
住
む
佐
賀
県
で

は
、
10
代
に
限
ら
ず
15
〜
49

歳
の
生
殖
年
齢
全
体
で
の
人

工
妊
娠
中
絶
（
以
下
、
中

絶
）
率
が
２
０
０
８
年
は
全

国
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い
う
状

　
こ
う
し
た
自
院
で
の
実
績

を
基
に
、
佐
賀
県
内
の
産
婦

人
科
所
属
の
助
産
師
、
看
護

師
な
ど
を
集
め
て
の
避
妊
指

導
講
習
会
や
、
各
地
区
保
健

福
祉
事
務
所
で
の
講
演
、
ま

た
学
校
現
場
で
の
性
教
育
講

演
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

Ｏ
Ｃ
を
中
心
と
し
た
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
に
立
脚
し
た
考
え
方
を

広
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
２

０
０
８
年
、
Ｌ
Ｅ
Ｐ
製
剤
が

販
売
さ
れ
て
か
ら
は
、
今
ま

で
あ
ま
り
振
り
向
か
れ
な
か

っ
た
女
性
医
療
と
い
う
分
野

に
興
味
を
持
つ
医
師
も
増

え
、
ま
た
一
般
の
女
性
に
も

そ
の
情
報
は
広
ま
っ
て
き
た
。

　
私
は
お
産
も
扱
っ
て
い
る

の
で
、
周
産
期
医
療
が
中
心

で
は
あ
る
が
、
こ
の
Ｏ
Ｃ
／

　
ま
た
、
男
性
は
Ｏ
Ｃ
を
飲

め
な
い
か
ら
と
先
述
し
た

が
、
群
馬
の
Ｉ
先
生
（
レ

Ｌ
Ｅ
Ｐ
と
の
出
会
い
に
よ
っ

て
女
性
医
療
、
そ
れ
か
ら
性

教
育
と
い
う
分
野
が
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

　1980年、福岡大学医学部卒。同年佐賀県立病
院好生館産婦人科にて研修。82年佐賀医大（現
佐賀大学）産婦人科助手を経て、92年より大隈
レディースクリニック勤務。99年より佐賀県内
の中学校・高校にて性教育活動を行っている。

―今月の人―おおくま・よしなり―

　
女
性
医
師
の
方
は
自
分
で

飲
ん
で
み
た
体
験
か
ら
自
信

を
も
っ
て
Ｏ
Ｃ
を
勧
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
思
う
が
、

私
に
は
そ
の
体
験
が
な
い
。

　
そ
こ
で
、
当
時
、
中
・
高

校
生
だ
っ
た
３
人
の
娘
に
Ｏ

Ｃ
を
飲
ん
で
も
ら
っ
た
。
長

女
と
次
女
は
生
理
痛
、
三
女

は
ニ
キ
ビ
に
対
し
て
の
効
果

を
期
待
し
た
。
食
卓
に
３
人

分
の
Ｏ
Ｃ
が
置
い
て
あ
り
、
　
そ
の
後
、
Ｏ
Ｃ
投
与
の
症

例
数
も
増
え
段
々
と
Ｏ
Ｃ
処

方
に
も
自
信
が
出
て
き
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
佐
賀
県

は
中
絶
が
大
変
多
く
、
ま
た

当
院
は
県
内
で
も
特
に
中
絶

件
数
が
多
い
た
め
、
こ
の
Ｏ

Ｃ
を
中
心
に
避
妊
指
導
に
重

点
を
置
い
た
。

　
当
院
で
は
中
絶
を
さ
れ
た

方
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
相
手
の

気
持
ち
に
同
化
し
て
時
間
を

か
け
て
避
妊
指
導
を
行
い
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
さ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
中
絶
後
Ｏ
Ｃ

を
希
望
す
る
方
に
は
２
シ
ー

ト
無
料
で
渡
し
て
い
る
。

　
一
生
懸
命
お
話
し
す
る
中

か
ら
、
「
ピ
ル
を
飲
み
ま

す
」
と
言
っ
て
く
れ
た
時

は
、
「
あ
あ
、
こ
の
女
性
を

少
な
く
と
も
予
期
せ
ぬ
妊
娠

か
ら
救
え
た
！
」
と
実
感
す

る
。

　8月28～30日に開催予定
の第39回日本思春期学会総
会・学術集会（会長=笹川寿
之金沢医科大学産科婦人科学
主任教授）は、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、
全てのプログラムがWebで
の発表（パワーポイント事前
登録による、期間限定オンデ
マンド配信）になりました。
本会北村邦夫理事長は、ワー
クショップ並びにスポンサー
ド・セミナーに登壇予定です。
　仲間に会えないのは残念で
すが、自宅や職場などで関心
のある発表を期間中好きな時
間に聴くことができます。な
お、JFPA思春期保健相談士®

の事前参加登録に際しての参
加費補助は、先着100人まで、
従来通り実施いたします。
詳しくはhttp://www.pw-
co.jp/39jsa2020/index.
html をご覧ください。

入
れ
て
も
ら
っ
た
。
１
９
９

９
年
、
す
で
に
Ｏ
Ｃ
は
日
本

で
発
売
さ
れ
て
い
た
が
、
正

直
に
言
っ
て
当
時
は
全
く
知

識
も
な
く
処
方
し
た
こ
と
も

な
か
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
い
ろ
い

ろ
と
学
ぶ
中
で
少
し
ず
つ
Ｏ

Ｃ
処
方
を
始
め
た
が
、
途
中

の
破
綻
出
血
が
続
い
た
と
き

や
嘔お

う

気き

な
ど
マ
イ
ナ
ー
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
対
応
、
ど
ん
な
方

に
ど
ん
な
種
類
の
Ｏ
Ｃ
を
使

え
ば
い
い
の
か
な
ど
、
分
か

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
先
輩
に
質
問
し

な
が
ら
手
探
り
の
投
与
で
あ

っ
た
。

況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中

で
、
何
と
か
佐
賀
県
の
望
ま

な
い
妊
娠
を
減
ら
す
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
思

案
す
る
中
、
06
年
か
ら
「
避

妊
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

飲
み
忘
れ
な
い
よ
う
に
私
が

管
理
し
た
。

　
１
シ
ー
ト
目
が
終
わ
っ
た

時
、
「
ど
う
？
　
生
理
痛
楽

だ
ろ
う
？
」
と
聞
く
と
娘
た

ち
は
「
う
ん
」
と
言
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
後
で
聞
く

と
、
「
お
父
さ
ん
の
あ
ま
り

の
勢
い
に
〝
う
ん
〞
と
言
っ

た
が
、
実
際
に
は
２
〜
３

シ
ー
ト
目
く
ら
い
で
楽
に

な
っ
た
」
と
。
ま
た
朝
飲
ん

で
い
る
と
偽
薬
の
３
錠
目
か

ら
月
経
が
始
ま
る
が
、
夜
に

飲
ん
で
い
る
と
偽
薬
４
錠
目

く
ら
い
か
ら
月
経
が
始
ま
る

こ
と
な
ど
、
貴
重
な
情
報
を

教
え
て
も
ら
っ
た
。
娘
た
ち

に
感
謝
で
あ
る
。

ジ
ェ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
女
性

の
医
師
）
に
「
男
性
も
Ｏ
Ｃ

を
飲
ん
で
み
れ
ば
い
い
。
大

隈
先
生
飲
ん
で
み
た
ら
!?
」

と
言
わ
れ
、
約
２
か
月
間
、

２
種
類
の
Ｏ
Ｃ
を
飲
ん
で
み

た
。

　
な
る
ほ
ど
カ
レ
ン
ダ
ー
タ

イ
プ
の
方
が
飲
み
忘
れ
な
い

な
ぁ
…
と
か
、
微
妙
な
味
の

違
い
な
ど
実
体
験
で
き
た
。

幸
い
嘔
気
な
ど
は
全
く
な

か
っ
た
。

大隈氏の性教育講演風景

家
族
で
ピ
ル
実
践
へ

中
絶
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
の
地
で

地
域
の
関
係
者
や
、

 

学
校
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

中
絶
リ
ピ
ー
タ
ー
を

 

増
や
さ
な
い
た
め
の
取
り
組
み

全プログラムを
Ｗeb上で開催

お知らせ

第39回 日本思春期
学会総会・学術集会

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）


